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士業専門誌

2023年発売予定　「事務所経営白書」を先行公開！
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社会保険労務士法人みらいコンサルティング　代表
一般社団法人労務コンプライアンス協会・理事

福田芳明氏

「労務管理の視点で考える、より良い社会の実現！」労務
のプロが学び合い高め合う新たなプラットフォームとして
2021年 5月に発足した労務コンプライアンス協会。本稿
は、協会理事の福田芳明氏を取材特派員として、全国の注目
事務所へのインタビューを行うシリーズ企画（文・武田司）

高めた専門性で成長・拡大
福田　事務所の成り立ちを教えて
ください。
安藤　私は大学卒業後、生命保険
会社の本社で働いていました。同
期入社で先に退職した友人が福岡
で社労士事務所を開業していて、

私も社労士の資格を持っていまし
たので、自分も社労士として働こ
うと思い、社労士事務所への転職
を考えました。しかし、今から
２０数年前の当時は、社労士事務
所の求人がほとんどない時代で
す。なんとか見つけた西新宿にあ
る社労士事務所で、勤務社労士と
して働き始めました。そこのお客
様は弁護士や弁理士の方がほとん
どでした。
　入所して３年目の頃に、人材確
保等助成金という助成金が出てき
ました。採択されれば、給料の半
分ほどが１年間助成されるという
ものです。
福田　それは大きな額ですね。
安藤　それを私は、勤務社労士と
して法律事務所を新規に設立する
弁護士の先生や異業種に進出する
企業様に提案していき、大きな売
上を上げました。そして、その年
はびっくりするほどの賞与をいた
だきまして、こんなにもらってよ
いものかと思いましたが、もとも

と社労士を開業するつもりでいま
したので、それならこれを機会に
自分でやろうかと考えたのが独立
のきっかけです（笑）。
福田　そうしたご経緯があったの
ですね。
安藤　私が独立したのは 2002 年
で、今からちょうど２０年前のこ
とですが、勤務社労士だった時代
の人脈はプライベートを含めて今
でも活きています。お客様や知人
には、会計士、税理士、弁護士の
方がいましたので、多くのお客様
を紹介していただきました。
　現在は、社労士の有資格者が６
名となり、全体では１３名体制の
事務所になっており、今年の１０
月で満２０年を迎えます。
福田　どのように成長、拡大され
てきましたか？
安藤　成長したきっかけは、大き
く二つあります。
　一つは今から１５～１６年前、
上場を目指す企業と知り合ったこ
とです。今では誰でも知っている

　　 インタビュアー

　　　　　　　　安藤社会保険労務士法人　　　　　　　　安藤健一氏
東京都中央区

▪▪▪　第四回　▪▪▪

代表の安藤健一氏
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企業ですが、当時は従業員１０人
ほどの会社でした。しかし、その
当時から上場を目指していたため
複数の会計士も在籍していました
し、外部からその会社を支援され
る様々な方と知り合うことができ
ました。そこで知り合った会計士
の方や人事労務担当の方がその
後、さまざまな企業に移っていか
れました。
福田　なるほど。スタートアップ
やベンチャーにいる人材が企業間
を転々とすることは多いですよ
ね。
安藤　そうですね。そして、その
先々からもお声をかけていただく
ことが増えていきました。そう
やって、どこからともなく「ＩＰ
Ｏに強い社労士」というイメージ
が広まっていきました。それが成
長した理由の一つです。
　もう一つは、幸いなことに顧問
先に急成長する会社がいくつかあ
りまして、１０人ほどの会社が
3000 人規模になったところもあ

りました。規模が大きくなるにつ
れて、さまざまな労務問題が噴出
してきます。そうした問題に否応
なしに対応せざるを得なかったん
ですね。労使問題を解決するため
に、さまざまな勉強をする。そう
すると、否応なく知識や専門性が
高まります。問題を解決していく
過程でもさまざまな人とのお付き
合いが増えます。そうしたことも
あって、お客様が増えていきまし
た。
福田　現在は、どのようなお客様
が多いですか？
安藤　やはりＩＰＯを目指すＩＴ
系やバイオベンチャー系の企業が
多くなっていますね。
福田　なるほど。では、労務監査
（労務コンプライアンス調査）を
始められたきっかけを教えてくだ
さい。
安藤　きっかけは、Ｍ＆Ａを専門
にする弁護士の先生がいまして、
その方が法務ＤＤ（デューデリ
ジェンス）の中で労務関係の業務

については社労士に相談するスタ
ンスであり、私に法務ＤＤの一部
として労務ＤＤの話をいただきま
した。最初は一人で何もわからず
対応したのですが、一緒に対応し
た弁護士の先生からＤＤ業務につ
いてアドバイスをいただいたこと
が今でも思い出されます。
福田　それは、いつ頃のことです
か？
安藤　１０年以上前のことです。
それから、労務監査という仕事が
あることを知り、その領域に踏み
込んでいこうと考えました。
　しかし、通常業務もあるのでな
かなか時間が取れず、まとまった
取り組みができずにいました。そ
れから数年以上が経って、労務コ
ンプライアンス協会さんに出会
い、もう一度、労務監査や労務コ
ンプライアンス調査に本腰を入れ
ていくことにしました。それ以前
にも事務所のスタッフの一人がこ
の分野にとても関心を示していた
ことも加入の契機となりました。
　それで現在は、労務コンプライ
アンス協会さんのセミナーや研修
をスタッフとともに受講して、知
識を得て、それを即実践で活かす
というサイクルで調査に取り組ん
でいます。
　現在は年間１０～１２件ほどの
ペースで、労務コンプライアンス
調査を行っています。Ｍ＆Ａ前提
の労務ＤＤについても最近は大型
案件などを複数名体制で受託して
います。

労務コンプライアンス調査を
社内プロジェクトとして提案
福田　どのような形で、労務コン
プライアンス調査を行っています

事務所のスタッフたちと
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安藤　現在は、多くの企業がクラ
ウドシステムを使って、個人情報
や給与情報等のデータを管理して
います。ですから、クラウドシス
テム周りの調査が中心になってい
ます。そして、最近はクラウドな
どの給与計算システムを導入して
いる企業が多く、弊法人でも早く
から使っていますので、システム
の設定などを見ることで、ポイン
トとなる部分の見当がつきます。
　労務コンプライアンス調査とい
う業務自体が、弊法人に合ってい
るのだと思います。弊法人の基幹
業務は、手続き業務、給与計算業
務などのアウトソーシング業務で
す。そして、それを労務コンプラ
イアンスを徹底して意識しなけれ
ばならないステージにあるＩＰＯ
を目指す企業に提供していること
がベースになっています。
　労務コンプライアンスを意識し
ながら、給与計算業務を回す。そ
うしたサービススタイルを十数年
前から徹底して続けています。で
すから弊法人のスタッフは皆、労
務コンプラを意識していますの
で、労務コンプライアンス調査も
とてもスムーズに行うことができ
ています。
福田　給与計算業務をしている
と、会社のいろいろな面が見えて
きますよね。　
安藤　この分野は、労働法令に抵
触していることに、非常に気が付
きにくいことが特徴です。
　ですから、労務コンプライアン
ス調査で重要なことは、普段行っ
ている通常業務から意識を高める
ことがポイントになります。
　それから弊法人では、アウト
ソーシング業務を受託するときに
も労務コンプライアンス調査的な

ことを以前から行っています。
福田　受託時にですか？
安藤　そうです。現在はコンプラ
意識の高まりによって報酬をいた
だいて行っていますが、調査に対
する報酬をいただけなかった時代
でも当たり前のように無報酬で
行っていました。
　いずれにせよ、弊法人の基幹顧
客であるＩＴ系企業は労務コンプ
ラを徹底しなければなりませんの
で、受託時に労務コンプライアン
ス調査的なものを行い、改善コン
サルを行った上でアウトソーシン
グ業務を受託するようにしてきま
した。
　このときのメリットは、調査と
コンサルを行う中で社長や役員の
方と相対できることにあります。
そうすることで、その会社のコン
プライアンス意識が良く分かりま
すので、お付き合いしていいお客
様かどうかが判断できます。
福田　なるほど。では、コンプラ
イアンス意識が低いようであれ
ば、それ以上話を進めないという
ことですか？
安藤　そうです。そうした意味で
は、労務コンプライアンス調査は
トリガー商品としても優れている
と思います。アウトソーシング業
務を受託しただけでは、社長や役
員は出てきません。しかし、労務
コンプライアンス調査を行うこと
でヒアリングから報告会の時点ま
で、少なくとも役員の方が出てく
るようになります。ですから、本
格的に関与する前から、会社のお
およそのことが分かるようになり
ます。
福田　会社の考え方が見えてくる
ということですね。
安藤　はい、弊法人の基幹業務で
ある手続き業務および給与計算業

務につなぐ商品として、労務コン
プライアンス調査は最適な商品に
なっています。労務コンプライア
ンス調査で使用する調査票も、労
務コンプライアンス協会さんのお
かげで非常に整理されていますの
で、スタッフも抵抗なく調査する
ことができています。
福田　労務コンプライアンス調査
を行うスタッフと手続き業務や給
与計算を行うスタッフは分かれて
いるのですか？
安藤　多い少ないはありますが、
アウトソーシング業務はスタッフ
全員が行います。まず、アウトソー
シング業務を知らなければ、労務
の全体像が分かりません。
　アウトソーシング業務に対する
理解が深まりポイントが分かって
くると、未払い残業が発生してい
ることに気が付いたり、クラウド
給与システムの設定に不備がある
ことなどが分かったりするように
なっていきます。
　アウトソーシング業務と労務コ
ンプライアンス調査には、リンク
する部分があります。アウトソー
シング業務を行うことで、調査に
活かせる知識やノウハウが増えて
いきます。
福田　新規のお客様は、どうやっ
て集客されていますか？
安藤　多くが上場を目指している
会社で、会計士の先生、コンサル
ティング会社、証券会社などから
労務監査を行った方が良いと勧め
られてご紹介されるケースが多く
なっています。ＨＰからお問合せ
いただき受託するケースも増加し
ています。
　また、最近は、お客様に弊法人
から提案するケースも増えていま
す。未払い残業は世の中的にも大
きな問題になっており、問題があ
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事務所が所在するビルの外観

れば大きな金銭的負担が発生しま
すので、経営者の危機意識は高
まっています。
　しかし、1000 人や 2000 人規
模の大きな企業になりますと、私
たち一人や二人のスタッフでは対
応ができません。その際は会社側
からメンバーを選出していただ
き、就業規則や安全衛生面などと
調査対象を分担してチェックして
もらい、その結果を発表していた
だくという流れで行います。自分
たちの勉強にもなりますからね。
福田　それは興味深い取り組みで
すね。社労士事務所の提案で社内
プロジェクトを立ち上げて、労務
コンプライアンス調査を行うとい
うことですね。
安藤　ただ給与関係が絡む項目は
センシティブなので、その部分は
メンバー全員が触れられるわけで
はありません。それでも今後は、
大規模な企業の場合は、こうした
形で提案していくケースが増えて
いくと思います。外部に委託しな
くとも自らチェックできる体制を
構築することを支援するという業

務になります。
福田　そうですね。労務コンプラ
イアンスもそうですし、人的資本
を無形資産として捉えていくよう
な動きも出てきていますので、今
後はより提案が刺さるようになっ
ていくと思います。
安藤　おおよその企業で、未払い
賃金は発生していますからね。そ
れを５年に遡って支払わなければ
ならないとなれば、なおさら危機
意識は高まり、ニーズは増えてい
くでしょうね。
福田　難しいところですよね。当
然、上場を目標にする企業では
徹底しなければならないわけです
が、さまざまなところでハレーショ
ンが起きる可能性もありますね。
安藤　M＆ A の中でも、労務Ｄ
Ｄの位置づけが非常に重要になっ
てきています。ただ、弁護士の先
生が行う労務ＤＤは法務ＤＤの中
のほんの一部です。法務ＤＤの世
界で行うと甘い部分があって、未
払い残業を発見できなかったりす
ることがありますが、私たちが行
うと何千万円もの未払い残業があ

るというのはよくある話です。普
段から従業員のタイムシートを見
ながら正確な給与計算業務にこだ
わっているからこそ、すぐにわか
ります。
福田　振替休日の問題であった
り、変形労働時間制や裁量労働制
の適用や運用の問題など、リーガ
ル面からのアプローチだけでは気
づきにくい点は多くありますね。
安藤　ですから、これからますま
す労務に特化したＤＤを行うケー
スが、それも労務ＤＤ単独でサイ
クルを決めて行うケースが多く
なっていくと思います。
　弁護士の先生でも、労務を専門
にしている方は、労務ＤＤに興味
を持つようになってきています。
福田　そうですね。労務コンプラ
イアンス協会にも労務ＤＤを学ぶ
ために入会された弁護士の先生が
いらっしゃいます。労務監査、労
務コンプライアンス調査、労務Ｄ
Ｄといった分野へのニーズがこれ
からますます高まりそうですね。
安藤先生、本日は貴重なお話をあ
りがとうございました。■

エントランスの様子
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